




令和６年中の 火災・救急状況 

＜令和６年１月１日～令和６年５月 31 日＞ 

※令和６年中の数値にあっては速報値であり、確定値ではありません。 

■ 市内の火災 件数・原因  

火災件数は、令和６年中、283 件で、昨年比45 件減少 

火災原因は、「たばこ」が48 件と最も多く、次いで「放火（疑いを含む）」が 

41 件と多い状況です。 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 区内の火災件数・原因(前年同月比)＜令和６年１月１日～令和６年５月 31 日＞ 

 令和５年 令和６年 増減 

火災件数 ７件  ８件  １件  

種別 

建物 ４件  ７件    ３件  

車両 ０件  １件  １件  

その他 ３件  ０件  △３件  

焼損床面積 49 ㎡  112 ㎡  63 ㎡  

死者数 ０人  ０人  ０人  

負傷者数 ２人  ０人  △２人  
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計 733 件 
（＋94 件） 

計 639 件 
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■ 区内の火災（５月発生分） 

① ５月 ９日（木）磯子区磯子四丁目  建物火災 

② ５月 11 日（土）磯子区中原三丁目  建物火災 

■ 区内の救急件数    

 

 
   

 令和６年も熱中症に気を付けましょう！ 

 

横浜市内では昨年５～９月の間に 1,400 人の方

が熱中症で救急搬送されました。（昨年比２６８増） 

  

  強い日差しを避け、室内の風通しをよくするなど 

夏を涼しく過ごす工夫を心がけ、こまめに水分を補

給して熱中症を防ぎましょう。 

  

※ 右のグラフは横浜市内にて令和５年５～９月

に熱中症で救急搬送された方（１，４００人）の内

訳です。 
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参考：（市内  103,047 件（昨年⽐ 7,057） 
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 ①暑さを避けましょう  ③日ごろから健康管理しましょう 

 ②こまめに水分・塩分を

補給しましょう 
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【参考】
「GREEN×EXPO 2027」地域説明会と
同日（８月29日）に磯子公会堂前の
ホールで開催するイベントのご案内です。
区民の皆様には、別途お知らせします。















郵便局での払込取扱票記入方法 

 

  郵便局にてお振込みいただく場合は、下記の点にご留意くださいます

ようお願い申し上げます。 

● 

＜番号＞＜自治会・町内会＞ 

＜番号＞ 

＜自治会・町内会＞ 

世帯数×３０円の金額を 

ご記入ください。

い。 

口座番号、加入者名、自治会・町内

会名等はあらかじめ事務局で印字

いたします。 

窓口に行かれる方の情報をご記入

ください。 

会費金額が 10万円を超える場合は

本人確認書類をご持参ください。 

 

更生保護協会会費納入 

【 見 本 】 



 
 
 
 
 

 目  的  
 

夏のレジャーなどに起因する過労運転や、夏特有の解放感による無謀運転などにより交通事故が

多発することが懸念されることから、市民一人ひとりが交通安全について考え、交通ルールの遵守

と交通マナーの向上に取り組むことを通じて、交通事故防止の徹底を図ります。 
 

 期  間  
 

7 月 11 日（木）～7 月 20 日（土） 
 

 スローガン  
 

ぎりぎりの 時間と車間が 事故を呼ぶ    
 

 重  点  
 

1 安全運転意識の向上 

2 妨害運転・飲酒運転の根絶 

3 子どもや高齢者を始めとする歩行者の安全確保 
 
 

◇◇◇令和５年中市内状態別交通事故発生状況◇◇◇ 

 

 
 

前年比 増減率 前年比 増減率 前年比 増減率
横 浜 市 7,703件 +211 +2.8% 40人 +2 +5.3% 8,909人 +426 +5.0%
神奈川県 21,870件 +772 +3.7% 115人 +2 +1.8% 25,644人 +1,262 +5.2%

前年比 増減率 前年比 増減率 前年比 増減率
横 浜 市 541件 +56 +11.5% 1人 0 0.0% 582人 +62 +11.9%

前年比 増減率 前年比 増減率 前年比 増減率
横 浜 市 2,572件 +101 +4.1% 18人 +3 +20.0% 1,326人 +35 +2.7%

前年比 増減率 前年比 増減率 前年比 増減率
横 浜 市 1,760件 +26 +1.5% 3人 -1 -25.0% 1,661人 +8 +0.5%

前年比 増減率 前年比 増減率 前年比 増減率
横 浜 市 2,402件 -15 -0.6% 15人 +3 +25.0% 2,153人 -15 -0.7%

負傷者数

件　　数 死 者 数 負傷者数

件　　数 死 者 数 負傷者数

件　　数 死 者 数 負傷者数

■人身交通事故全数

■子どもの人身交通事故

■高齢者の人身交通事故

■自転車乗車中の人身交通事故

■二輪車乗車中の人身交通事故

件　　数 死 者 数 負傷者数

件　　数 死 者 数

横 浜 市 交 通 安 全 対 策 協 議 会 

横浜市交通安全キャラクター 

ルールちゃん 



 
 
 
 
 
 
 

共 通 事 項 

１ 「重点」に基づき、それぞれの地域等の実態に即した各種交通安全活動を積極的に推進します。 

２ 関係機関・団体の職員等に、この運動について周知を図ります。 

横 浜 市 ・ 区 

１ 地域の交通事故実態に即した交通安全運動の推進計画等を策定するとともに、関係機関・団体と連携した

運動を推進します。 

２ 各種メディアを活用して、運動の周知と交通安全のための広報啓発を推進します。 

３ 参加体験型の交通安全教室を開催し、効果的な交通安全教育を推進します。 

警 察 

１ 悪質性・危険性の高い交通違反の指導取締りを 強化します 。 

２ 子どもや高齢者の保護誘導活動や交差点に おける 街頭活動 を強力に推進します。 

３ 高齢運転者に対する運転講習会や夏休みを 控えた子どもに対する交通安全教室などの交通安全教育を推

進します。 

４ 反射材の視認効果や、有効な使用方法等の周知を図り、反射材用品の普及活動を推進します。 

５ 関係機関に交通事故分析資料等を積極的に提供し、地域実態に即応した交通事故防止活動を推進します。 

６ 交通情報板などを活用して、運動の周知と交通安全の啓発を推進 

交通安全協会など交通安全団体及び地域関係団体 

１ キャンペーンなどの開催を通じて、運動への参加を呼びかけるほか、地域や職場等での自主的な活動や交

通安全講習会への積極的な参加を働きかけます。 

２ 交通指導員や各種団体構成員による見守り活動で 、「交通安全ひとこえ運動」を推進します。 

教 育 関 係 

１ 夏休みを迎えるにあたり、夏特有の解放感が交通事故につながらないよう、具体的な交通事故事例の紹介

などによる交通安全教育を推進します。 

２ 自転車・二輪車の安全利用に関する指導の充実を図ります。 

道 路 管 理 者・鉄 道 事 業 者 

１ 交通安全施設の点検整備を実施するとともに、道路パトロールなどを強化します。 

２ 道路情報板、駅広報、車内広報等を活用して、運動の周知と交通安全の啓発を推進します。 

地 域 

１ レジャーや帰省などで長距離ドライブをするときは、過労運転にならないよう無理のない計画を立てましょう。 

２ 自動車運転中に子どもや高齢の歩行者・自転車利用者を見かけたら、減速・徐行・一時停止するなど、思

いやりのある運転を心がけしましょう。 

３ 家族・周囲に運転に不安を感じている方がいる場合は、運転適性相談や運転免許自主返納について話し合

いましょう。 

４ 警報機が鳴ったら、絶対に踏切に入らないようにしましょう。 

５ 自転車に乗るときは、乗車用ヘルメットをかぶりましょう。 

６ 関係機関・団体と連携を密にして、地域ぐるみで自転車・二輪車のマナーアップと交通ルールの遵守気運

を高めましょう。 

 
横浜市交通安全対策協議会               

（事務局）横浜市道路局道路政策推進課   
電話０４５（６７１）２３２３  



〔  　　　　　　　〕消費生活相談電話

横浜市消費生活総合センター

045-845-6666 平　日　9：00 ～ 18：00
土・日　9：00 ～ 16：45

相談事例など暮らしに役立つ情報満載！

被害に遭わないために
□ �非通知や知らない電話番号には、 

出ない、聞かない、掛け直さない！ 
□ �事業者の本来の連絡先を自分で調べ、

問い合わせる！

✓

✓

消 情費 報生 活

くくららししナビナビnavi 発行：横浜市消費生活総合センター
“お互いに 一声かけて見守りを！”

月次相談リポート

電力会社や通信会社を装う電力会社や通信会社を装う
不審電話やメールにご注意！不審電話やメールにご注意！

令和６（2024）年　７月号

  「未払い利用料金のお知らせ」との電話やメールが届き、

事業者に連絡すると金銭の支払いを要求されたので、慌て

て応じてしまった。

　悪質事業者が、実在する大手事業者をかたり電話やメー

ル等を送る、根拠のない架空請求が横行しています。

　「電気を止めます」など、不安をあおるような脅し文句が

書いてある事例もあります。身に覚えのない請求は支払わ

ず、知らない電話番号には連絡しないようにしましょう。
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